
八
月
二
日
か
ら
十
六
日

ま
で
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
の
一

編
成
十
一
車
両
を
貸
し
切

り
、
車
体
の
外
側
、
中
吊

り
広
告
、
窓
上
広
告
、
映

像
モ
ニ
タ
ー
な
ど
岡
山
県

の
広
告
一
色
の
電
車
を
走

ら
せ
、
本
県
の
イ
メ
ー
ジ

を
強
力
に
首
都
圏
の
皆
さ

ん
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

ナ
ビ
桃
太
郎
の
皆
さ
ん
に

も
「
わ
た
し
の
イ
チ
お
し
岡
山
」
と
し
て
観
光
地
、

特
産
品
な
ど
の
魅
力
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
た

芸
能
界
で
活
躍
中
の
岡
山
県
出
身
の
十
一
名
の
皆
さ
ん

が
、
岡
山
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
、
吉
備
の
国
岡

山
観
光
宣
伝
隊
「
ナ
ビ
桃
太
郎
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

本
県
で
は
来
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
、
大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
岡
山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
全
国
で
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
年
は
そ
れ
に

先
立
つ
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
今
月
か
ら
十
一
月
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
多
彩
な
観
光
情
報
を
満
載
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
国
に
配
布
し
た
り
、
テ
レ
ビ
番
組
、

旅
行
雑
誌
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し

て
、
岡
山
の
観
光
の
魅
力
を
幅
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す

が
、
ナ
ビ
桃
太
郎
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
う
し
た
媒
体
に
登

場
し
、
岡
山
の
観
光
宣
伝
の
先
導
役
を
担
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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東
京
岡
山
県
人
会

東
京
岡
山
県
人
会
女
性
部
の
設
立
総
会
と
懇
親
会
が
、
三
月
二
十
四
日
（
金
）、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で

約
三
十
名
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
人
会
女
性
会
員
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
県
人
会
役
員
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
女
性
部
の

設
立
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の
親
睦
を

深
め
合
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
設
立
総
会
で
は
会
員
か
ら
の
提
案
が
き

っ
か
け
で
設
立
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
が
事
務
局

よ
り
説
明
さ
れ
、
規
約
及
び
平
成
十
八
年
度
の
活

動
計
画
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
に
は
、

星
島
節
子
会
長
、
近
藤
美
津
恵
副
会
長
、
櫻
博
子

副
会
長
が
選
任
さ
れ
、
会
長
の
指
名
に
よ
り
、
梶

田
幸
江
幹
事
、
黒
川
優
理
幹
事
、

、

た
か
く
さ
わ
こ
幹
事
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
橋
本

徹
県
人
会
副
会
長
が
「
設
立
を
機
に
、
女
性
同
士

の
懇
親
を
深
め
、
県
人
会
そ
の
も
の
が
発
展
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

星
島
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ
れ
、
近
藤
副
会

長
の
中
締
め
の
挨
拶
ま
で
、
故
郷
の
思
い
出
話
を

交
え
な
が
ら
、
和
や
か
に
女
性
同
士
の
歓
談
の
輪

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

吉
備
の
国

岡
山
観
光
宣
伝
隊

「
ナ
ビ
桃
太
郎
」
結
成

東
京
岡
山
県
人
会
女
性
部
　

新
た
に
設
立
│

Ｊ
Ｒ
山
手
線
に

岡
山
県
の

広
告
貸
切
電
車
が
登
場

「
岡
山
県
は
、
教

育
と
文
化
の
県
で

す
。
岡
山
県
青
年
会

は
（
五
つ
の
寮
を
中

心
に
）
明
治
十
二
年

か
ら
、
百
年
以
上
、

在
京
の
青
年
た
ち
を

励
ま
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
母
親
の
会

が
、
今
度
や
っ
と
で

き
た
わ
け
で
す
ね
。」

と
星
島
会
長
（
写
真

中
央
）

首都圏でのイベント情報

■銀座三越地下1階
「サン・フルーツ」店舗内
7月27日（木）～9月4日（月）

■羽田空港第2ターミナルビル2階
出発ロビー「アーツデリ」店舗内
7月15日（土）～9月30日（土）

岡
山
産
フ
ル
ー
ツ
の
店

「
岡
山
屋
」

銀
座
と
羽
田
空
港
に
オ
ー
プ
ン

く
だ
も
の
王
国
岡
山
の
「
う
ま
い
！
」
と

言
え
ば
、白
桃
・
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ピ
オ
ー
ネ
。

こ
の
夏
、
銀
座
と
羽
田
空
港
に
岡
山
産
フ

ル
ー
ツ
の
店
「
岡
山
屋
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。果

汁
た
っ
ぷ
り
の
白
桃
。
果
物
の
女
王
マ

ス
カ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
。

大
粒
、
種
な
し
、
甘
い
と
三
拍
子
そ
ろ
っ
た

ピ
オ
ー
ネ
。

暑
い
夏
に
み
ず
み
ず
し
い
岡
山
の
果
物
を

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。八
月
中
旬
に
は
、

新
品
種
「
お
か
や
ま
夢
白
桃
」
も
登
場
の
予

定
で
す
。

手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
掲
載
し
ま
す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

■山手線外側（写真上）、車内吊り（写真左）
のイメージ広告

■晴れの国おかやま備中路旅フェスタ
日時：7月28日（金）～29日（土）

場所：銀座INZ インズ1

■岡山物産展
日時：8月1日（火）～7日（月）

場所：銀座三越地下2階

■第6回岡山県の物産と観光展
日時：8月17日（木）～23日（水）

場所：京急百貨店

■白金夏祭り
with 岡山レストランフェア

日時：8月19日（土）～23日（水）

8月27日（日）～31日（木）

※備中神楽の実演があります。

場所：八芳園（港区白金台）

■観光物産PR展
日時：8月25日（金）～27日（日）

場所：JR東京駅丸の内北口

■瀬戸内・四国物産展
日時：8月31日（木）～9月5日（火）

場所：松屋浅草店

※詳細は、岡山県東京事務所へお問い合せ

ください。
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■
新
規
会
員
の
御
紹
介

県
人
会
で
は
、新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
職
場
、知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、入
会
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
住
所
等
変
更
手
続
き

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
観
光
、
特
産

品
等
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
会
員
名
簿
の
配

布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
所
等
の
変
更
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
御
一
報
く

だ
さ
い
。

■
県
人
会
会
報
に
関
す
る
御
意
見
等
の
募
集

今
後
会
報
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
、
内

容
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
御
意
見
・

御
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先
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首
都
圏
の
中
の
お・か・や・ま

和
気
清
麻
呂

わ

け

の

き

よ

ま

ろ

像

（
千
代
田
区
大
手
町
大
手
壕
端
）

佐
藤
清
蔵
作

■岡山県和気郡和気町芳嵐園内
朝倉 文夫作

東京倉敷ふるさと会

この度、「倉敷」をキーワードとした人的ネットワーク「東京倉敷ふるさと会」を
設立することになりました。東京及びその近郊にお住まいの倉敷出身者の方、ゆか
りの方、倉敷ファンの皆様の入会をお待ちしています。

入会のお問い合せ 東京倉敷ふるさと会設立準備会事務局
TEL. 03-3263-2686 FAX. 03-3230-2355

東京都千代田区平河町2-4-2 〒102-0093

全国都市会館倉敷市東京事務所内

日時：平成18年11月16日（木）18時30分から

東京倉敷ふるさと会設立総会 場所：ルポール麹町3階マーブル

千代田区平河町2-4-3

道
鏡
の
野
望
を
打
ち
砕
い
て
皇
統
を
護
っ
た
忠
臣
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

和
気
清
麻
呂

わ
け
の
き
よ
ま
ろ

は
、
七
三
三
年
、
備
前
国
藤
野
郡
（
現
在
の
岡
山
県
和
気
郡
和

気
町
）
の
郡
司
の
家
に
生
ま
れ
、
そ
の
の
ち
奈
良
の
都
に
出
て
、
近
衛
府
の

武
官
と
し
て
朝
廷
に
仕
え
た
。

七
六
九
年
、
清
麻
呂
が
近
衛
将
監

こ
の
え
し
ょ
う
げ
ん

の
時
、
宇
佐
八
幡
神
託
事
件
（
道
鏡
事

件
）
が
起
こ
っ
た
。
仏
教
政
治
の
波
に
乗
っ
て
僧
道
鏡
は
政
界
に
入
り
、
孝

謙
天
皇
（
重
祚
し
て
称
徳
天
皇
）
の
特
別
深
い
寵
愛
を
得
て
太
政
大
臣
禅
師
、

つ
い
で
法
王
と
な
っ
た
。
事
件
の
発
端
は
、
九
州
太
宰
府
の

主
神
習
宜
阿
曽
麻
呂

か
ん
づ
か
さ
す
げ
の
あ
そ
ま
ろ

が
朝
廷
に
も
た
ら
し
た
宇
佐
八
幡
の
御
告
げ
（
神
託
）

で
、「
道
鏡
を
天
皇
の
位
に
つ
け
れ
ば
天
下
は
太
平
と
な
る
。」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
政
局
は
混
乱
し
、
結
局
神
意
を
直
接
聞
く
た
め
の
使

い
を
出
す
と
い
う
こ
と
と
な
り
清
麻
呂
が
選
ば
れ
た
。
宇
佐
か
ら
帰
っ
た
清

麻
呂
は
、
先
の
御
告
げ
と
は
全
く
反
対
の
内
容
を
神
意
と
し
て
言
上
し
た
た

め
、
名
を
変
え
ら
れ
九
州
の
大
隅
へ
流
罪
と
な
っ
た
。
一
年
後
天
皇
は
没
し
、

道
鏡
は
下
野
薬
師
寺
別
当
に
下
降
さ
れ
、
清
麻
呂
は
流
罪
を
解
か
れ
た
。

道
鏡
事
件
は
当
時
の
政
治
の
混
乱
を
最
も
よ
く
象
徴
し
た
事
件
で
あ
り
、

こ
の
後
、
光
仁
・
桓
武
・
平
城
天
皇
の
時
代
に
は
政
治
の
改
革
が
図
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
中
で
も
、
桓
武
天
皇
は
清
麻
呂
の
奏
請
に
よ
り
都
を
京
都

へ
遷
し
、
崩
壊
し
か
け
て
い
た
律
令
政
治
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
。
清
麻
呂

は
、
天
皇
に
重
く
用
い
ら
れ
、
摂
津
大
夫
、
民
部
大
輔
、
中
宮
大
夫
、
造
宮

大
夫
、
民
部
卿
な
ど
朝
廷
の
要
職
を
務
め
た
。

皇
居
平
川
門
近
く
の
大
手
壕
端
、
気
象
庁
の
前
、
地
下
鉄
東
西
線
竹
橋
駅

の
す
ぐ
近
く
に
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
二
十
セ
ン
チ
の
清
麻
呂
像
が
そ
び
え
て
い

る
。
清
麻
呂
が
宇
佐
神
託
を
復
奏
す
る
た
め
宮
中
に
登
る
姿
で
、
正
々
堂
々

た
る
気
品
に
満
ち
、
数
多
い
清
麻
呂
の
像
の
中
で
最
も
有
名
で
あ
る
。

こ
の
像
は
、
昭
和
十
五
年
に
皇
紀
二
六
○
○
年
を
記
念
し
て
、
大
日
本
護

王
会
と
清
麻
呂
公
銅
像
建
設
期
成
会
が
銅
像
作
成
を
計
画
し
、
当
時
の
我
が

国
を
代
表
す
る
彫
刻
家
で
あ
っ
た
朝
倉
文
夫
、
北
村
西
望
、
佐
藤
清
蔵
の
三

氏
に
作
成
を
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
事
前
説
明
の
不
備
か
ら
三
者
に
よ
る
競

作
と
知
ら
な
か
っ
た
朝
倉
文
夫
は
原
型
を
仕
上
げ
た
段
階
で
辞
退
し
、
結
局

佐
藤
清
蔵
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

こ
の
朝
倉
文
夫
の
石
膏
像
は
、
橿
原
神
宮
に
献
納
さ
れ
、
戦
後
は
奈
良
県

立
橿
原
考
古
学
研
究
所
付
属
博
物
館
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
九

年
に
清
麻
呂
生
誕
一
二
五
○
年
を
記
念
し
て
、
和
気
町
が
譲
り
受
け
、
郷
土

の
シ
ン
ボ
ル
と
す
べ
く
銅
像
に
し
、
和
気
神
社
の
外
苑
芳
嵐
園
に
建
立
さ
れ

て
い
る
。


